
研究1：

研究2：

内容：メタヒューリスティックアルゴリズム（以下，メタヒュー）
は，複雑な最適化問題に対し，高品質な近似解を短時間で
得る探索手法である．

研究1：多様なメタヒューが提案される中，適切なアルゴリズ
ムの選択や改良は困難となっている．本研究では，複雑ネッ
トワーク理論を活用し，メタヒューの探索プロセスを特徴づけ
ることで，問題に応じた適用アルゴリズムを明らかにしてきた．
現在，初期成果を風力発電所の風車配置最適化問題に応
用し，MITの関連成果を上回る結果を得ている．今後，より汎
用的な複雑ネットワーク分析システムを構築し，メタヒューの
選択と改良を効果的に行う手法を開発する．

研究2：本研究では，最適化問題における要素数の最適化に
対し，動的適応戦略を提案する．混沌写像を遺伝表現に導
入し，個体を評価前に転写することで，異なる要素数を持つ
個体を生成し，多様性を向上させた．この手法は，要素数の
柔軟な調整を実現し，可変長メタヒューの適用範囲を拡大す
る．この手法を樹状神経細胞モデルの構造最適化に適用し，
分類タスクへの活用で計算資源を大幅に節約した．
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